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【平成２４年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

○ Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ａ－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込

まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

部分的に軌道修正は見られるものの、当初計画していた内容は達成されていると考

える。特に、動原体の一方向性の決定がセントロメア中央領域の接着によって決まっ

ていることを明らかにした点、シュゴシン・オーロラキナーゼのセントロメア局在機

構の解析を通じてセントロメア形成機構を解明した点及びコンデンシンの解析を通じ

て染色体を形作る制御機構を明らかにした点は高く評価できる。また、研究成果とし

てまだまとまってはいないものの、癌細胞でシュゴシンの機能低下が見られたという

研究成果も注目に値する。残された大きな課題は、マウス生殖細胞からの動原体因子

の同定、相互作用因子の同定及びノックアウトマウス作成であり、これらに成功すれ

ば、染色体動原体の方向性を決める分子機構に関して、期待以上の成果が見込まれる。 

 


